
地域気候変動適応計画
分野別気候変動適応策

～計画分野、適応策事例～

全国５３市区町 既策定計画より



都道府県における地域気候変動適応計画の分野

計画への記載
あり：
なし：

全数：43

100%

農業・林業・水産業

あり

98%

2%

水環境・水資源

あり なし

100%

自然生態系

あり

100%

自然災害・沿岸域

あり

100%

健康

あり

84%

16%

産業・経済活動

あり なし

86%

14%

国民生活・都市生活

あり なし



70%

30%

農業・林業・水産業

あり なし

66%

34%

水環境・水資源

あり なし

66%

34%

自然生態系

あり なし

94%

6%

自然災害・沿岸域

あり なし

96%

4%

健康

あり なし

34%

66%

産業・経済活動

あり なし

77%

23%

国民生活・都市生活

あり なし

市区町における地域気候変動適応計画の分野

計画への記載
あり：
なし：

全数：53



市区町における地域気候変動適応計画の特徴

• 気候変動の影響は地域によって違いがある。県の計画より狭く、地域
の影響を取り入れた計画になる。

• 地域特性（人口・地形・産業など）に合わせた分野の計画になる。

• 気候変動の影響は地域特性によって大きく異なるため、地域特性を
熟知した地方公共団体が主体となって、地域の実状に応じた施策を、
計画的に展開する。

• 気候変動等に関する情報は多種多様であり、この中より当該地域の
現状を把握している市区町村が計画を策定することにより、必要な施
策の情報提供や、措置を講ずるよう努めている。

気候変動への住民の理解や関心を深めることにつながる。



福岡市
 取り巻く環境の変化に対応しながら、

計画を着実に進めていく。
 将来の環境変化の課題を解決して

いくために、適応策が必要。

北九州市
◆ 気候変動に対する｢適応策｣は、防災や衛生、

産業振興など幅広い行政分野に関わる基礎
的な取組。

◆ 本市に求められる適応策を各施策・事業に織
り込むことよって「強靭性」を目指していく。

佐賀市
◆ 温室効果ガス排出削減だけでな く、防災・減災

などの気候変動の影響に対する適応、等を通し
て「地域の魅力を向上」につながること。地球温
暖化対策はSDGsの17のゴールにもつながる。

◆ 最大限の努力を行ったとしても、世界の温室効
果ガスの濃度が下がるには時間がかかるため、本
市では「緩和」と「適応」を進める。

大分市
 「いつまでも人と自然が共生し 安心して暮

らせるまち おおいた」を目指す環境像として
おり、その基本目標の1つに、「低炭素な暮
らしが実現した地球環境にやさしいまち（地
球環境）」が位置付けられている。

 地球温暖化対策として、 「緩和策」、「適
応策」を両輪に対策を推進。

市町村が計画策定する意義について
～福岡市、北九州市、佐賀市、大分市計画より～

計画策定の意義



6

近接しているが社会的状況等に対応した異なる適応計画を策定している市の例

栃木県宇都宮市・日光市は同県内で近接しているが、人口、産業、森林面積
等の社会的自然的状況等、地域の特色や課題に対応した適応計画が策定されて
いる。

項目
宇都宮
市

日光市

○人口
(人)

518,864 77,475

○人口密度
(人/㎢)

1,245 53

○市内総生産
(名目) (百万
円)

3,017,891 294,419

うち 宿泊・
飲食サービス
業の比率

1.8% 8.9%

○宿泊観光客
数（千人）

1,615 3,294

○面積
(㎢)

416.85 1,449.83

うち林野面
積の比率

19.4% 86.3%

項目
宇都宮
市

日光市

地域適応計画に記
載された適応策総数
(件)

２２ ４５

うち、下記の分野の適応策数

健康 暑熱 ５ １

産業・
経済活
動

観光 １ ３

農林水
産業

農業 ５ ６

林業 ０ ３

水産業 ０ １

水環境・水資源 １ ７

自然生態系 １ ４

＜データ出所＞
①県内25市町の人口、面積（令和2年10月1日現在）栃木
県HP
https://www.pref.tochigi.lg.jp/c05/kensei/aramashi
/sugata/jinkou-menseki.html
②令和元(2019)年宇都宮市観光動態調査
https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/_res/projec
ts/default_project/_page_/001/007/262/rwandouta
ityousa.pdf
③日光市観光客入込数・宿泊数調査結果（平成３１年１月
～令和元年１２月）
https://www.city.nikko.lg.jp/kouryuu/documents/r1
tokei.pdf
④平成30(2018)年度市町村民経済計算
https://www.pref.tochigi.lg.jp/c04/pref/toukei/touk
ei/cgdp.html
⑤栃木県森林・林業統計書
http://www.pref.tochigi.lg.jp/d01/sinrintoukei.html
⑥国立環境研究所気候変動適応センター資料
各地域気候変動適応計画に掲載された適応策をカウントし、気
候変動影響評価で使用している分野に分類

日光市

宇都宮市

＜社会的状況等＞

＞

＜

＜

＜気候変動適応計画における適応策の数＞

＞

＜

＜

＜

「地方分権改革有識者会議提案募集検討専門部会（第127回）環境省提出資料」に加筆



地域適応計画 適応策事例紹介

事例1 熱中症適応策

石川県加賀市：熱中症予防の注意喚起

熱中症の予防法について、 ホームページや広報、ポスター・リー
フレットの配布、イベント時の啓発活動等を通じて「熱中症の予
防方法」のほか、「熱中症の症状」や「応急措置方法」「暑さ指
標情報」を発信して注意喚起を図っている事例。
（出典：加賀市地球温暖化対策実行計画）

東京都八王子市：まちなか避暑地

熱中症予防に役立てていただけるよう、市内の公共施設や商業
施設などに一定期間涼むことができる「はちおうじまちなか避暑地」
の設置の事例。
（出典：八王子市地球温暖化対策地域推進計画）福岡県福岡市：熱中症情報の提供

市ホームページで暑さ指数情報と熱中症救急搬送情報の
提供を行っている事例。
（出典：福岡市地球温暖化対策実行計画）



事例2 水害・災害適応策
大阪府岸和田市：ため池ハザードマップ

大雨・地震などでため池が決壊した場合に想定される浸水区域や水深、
避難に役立つ情報を取りまとめた「ため池ハザードマップ作成事例。
（出典：岸和田市地球温暖化対策実行計画）

千葉県船橋市：洪水・内水ハザードマップ

市の避難場所や浸水想定区域等を示したハザードマップ。災害
に備えて各種防災マップを準備し、公開・提供している事例の1つ。
（出典：船橋市地球温暖化対策実行計画）

兵庫県神戸市：降雨情報システムの整備（レインマップこうべ 250)

市内にあるレーダーサイトから電波を発射し、雨の強さや雨域の移動な
どの降雨情報を連続的に観測して、観測された降雨情報を雨水排除
施設の運転に利用するほか、 防災や日常生活に役立つ情報として、
インターネット及び携帯電話サイトにて配信（レインマップこうべ 250 ）
している事例。
（出典：神戸市地球温暖化防止実行計画）



大分県大分市

出典：第3期大分市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）



佐賀県佐賀市

出典：第2次佐賀市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）概要版



広島県福山市

出典：第二次福山市環境基本計画



普及啓発：ニュースレターの例

（出典
左：宮崎県気候変動適応センター

中央：やまなし気候変動適応センター
右：栃木県気候変動適応センター ）


